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地区ＬＣＩＦコーディネーター 現況報告 

地区ＬＣＩＦコーディネーター 堀本 雅也 

 

今期は、ＬＣＩＦ理事財団設立５０周年の年を迎えました。 

地区ガバナーＬ藤田文基は準備委員会において、献金目標達成のため、一にク

ラブ参加率１００パーセントを目標とされました。昨年度にＬＣＩＦクラブコ

ーディネーターを推奨したことと、各ゾーン・チェアパーソン・各クラブ会長・

藤田地区ガバナーの力強いご協力、地区ＬＣＩＦ委員会・３３５複合地区ＬＣ

ＩＦコーディネーターＬ北畑のご指導・地区ＬＣＩＦ委員長Ｌ藤井一弘各位の

ご協力のもと、目標を達成することが出来ました。 

目標献金額の達成、クラブ参加率１００パーセントが手の届くところまでに

なりました。 

地区ライオンズクエスト委員会からも、ＬＣＩＦ交付金助成申請額（ＬＣＩ

Ｆ四大交付金）１，６５０，０００円が提案されています。世のめぐまれない

子供達のためにもＬＣＩＦ献金の発展がかかせないものと思われる。 

ＬＣＩＦ標語として、「どんどん献金・どんどん交付金をもらおう」「マイ・

バースディＭＪＦ」今後も継承下さい。 

私も、地区ＬＣＩＦコーディネーターを拝命して４年間で目標が達成出来た

ことで安堵しています。これもひとえに３３５－Ａ地区各位のご協力と地区Ｌ

ＣＩＦ委員長Ｌ藤井一弘のご努力の賜ものと感謝と御礼を申し上げます。 

 

地区ＬＣＩＦ委員会 現況報告 

地区ＬＣＩＦ委員長 藤井 一弘 

 

今期ＬＣＩＦ（ライオンズクラブ国際財団）は、５０周年を迎えます。この

輝かしい記念すべき年にあたり３３５―Ａ地区では世界中の多くの困難な状況

におかれている人達、恵まれない子ども達へ５０年間奉仕活動をしてまいりま

した。 

これからはまた更なるステージを目指したく思います。 

昨年９月より全クラブのガバナー公式訪問に随行させて頂き、懇親会と例会

で献金の大切さを訴えて参りました。また、１０月３０日に１００周年記念委

員会と合同でセミナーを開催し、３３５複合地区ＬＣＩＦコーディネーターＬ

北畑英樹とＬ夏有民３３５―Ｂ地区ＬＣＩＦコーディネーターをお招きして皆



様にＬＣＩＦに対するご理解を深めて頂きました。そして１１月よりＬＣＩＦ

委員会のメンバー全員で３３５－Ａ地区７７クラブへ個別で献金のご協力のお

願いに参りました。その結果１月末の実績としまして、ＭＪＦはすでに昨年度

を上回る１２７口。献金総額も１，９１０万円とこの１０年間で最高額となっ

ており、献金にご協力頂いたクラブも１００％まであと尐しと迫って参りまし

た。 

１月末現在全国３５地区で第１６位。一人当たりの献金額で何と７位という

３３５－Ａ地区では過去にない素晴らしい成果を挙げました。 

この結果は、各クラブ会長、幹事、メンバーの皆様のご協力の賜物と感謝致

します。 

また、ご指導頂きました、藤田ガバナー、堀本ＬＣＩＦコーディネーター、

地区役員の皆様、そしてＬＣＩＦ委員会の皆様のお陰と心から感謝申し上げま

す。本当にありがとうございました。 

 

地区ＹＣＥ・レオ委員会 現況報告 

地区ＹＣＥ・レオ委員長 阪田 勝紀 

今期は、ＹＣＥ生とレオクラブとの交流が活発に行われとてもいい１年間で

した。 

ライオンズクラブメンバーに「もっと知ってもらおう！ＹＣＥとレオクラブ」

ということで、１１月１１日に「ＹＣＥ・レオクラブ研修会」を開催いたしま

した。ＹＣＥ生とレオクラブのメンバーにそれぞれ帰国報告やレオクラブの活

動についてプレゼンテーションをしていただきました。 

 

□ＹＣＥ派遣、受入れについて 

２０１７年度夏期派遣生・・・４名（マレーシア１名、オーストラリア２名、

台湾１名） 

２０１７年度夏期受入生・・・３名（イタリア１名、台湾２名） 

２０１７年度冬期派遣生・・・２名（マレーシア２名） 

２０１７年度冬期受入生・・・４名（マレーシア２名、シンガポール１名、ニ

ュージーランド１名） 

２０１８年度夏期派遣予定生・・・２名（フィンランド１名、オーストラリア

１名） 

派遣生が、２０１７年度夏期派遣生が４名でしたが、それ以降の２０１７年



冬期派遣生、２０１８年度夏期派遣生がともに２名と減尐しています。それに

対して受入生は４名来日しますので必然とホストクラブ・ホストファミリーを

見つけるのに非常に苦労を致しました。そのため、今期は芦屋国際交流協会と

提携し冬期派遣生２名のホストファミリーになっていただきました。今後も芦

屋国際交流協会だけでなく三田国際交流協会などライオンズクラブ以外の協会

や学校とも連携し新しいＹＣＥ事業を展開していく必要があると考えます。 
 

□ＹＣＥキャンプについて 

〔２０１７年度夏期受入生〕 

台湾からの来日生２名が、３３５-Ａ地区で初めて３３５－Ｂ地区が为催をす

る第３６回日本国際ユースキャンプに参加をいたしました。２泊３日で広島

に訪問いたしました。全世界から集まったＹＣＥ生との交流はとても意義深

いものでありました。また、Ａ地区の単独の夏期キャンプは、今田ライオン

ズクラブのご協力のもと陶芸教室を行いました。 

〔２０１７年度冬期受入生〕 

３３５複合地区で冬期ＹＣＥスキーキャンプを行いました。 

３３５－Ｄ地区村岡ライオンズクラブにご協力をしていただきました。今年

の冬は、寒波の影響もあり多くの雪がつもりました。そのため、はじめて雪

を見たＹＣＥ生は、大感激をいたしました。 
 

□レオクラブ活動について 

〔レオリーダーシップ研修会について〕 

８月２６日、２７日に兵庫県篠山市の里の山ロッジ森の時計で行いました。

今期は、新人の役員が多かったため、レオクラブについてベテランレオメン

バーが、講習会を行いました。 

〔年末チャリティーバザーについて〕 

１１月２５日、２６日に三宮センター街野村証券前で恒例の年末チャリティ

ーバザーを開催しました。 

ライオンズクラブから拠出品を提供していただき児童育成キャンプ費用、約

６０万円の資金獲得に成功いたしました。 

〔児童育成キャンプ〕 

３月１７日、１８日に兵庫県立南但馬自然学校で児童育成キャンプを行いま

した。 

児童育成キャンプ参加者は、双葉学園、神戸真生塾、愛信学園、善照学園、

信愛学園の小３～６年生の生徒さんです。レオクラブのメンバーは、子ども

目線になって生徒たちと共に２日間を過ごし貴重な経験を積みました。 
 

＊最後に２０１７年～２０１８年の１年間、ＹＣＥとレオクラブの活動にご協

力、ご支援を頂きましてありがとうございます。心から感謝申し上げます。  



地区社会福祉委員会 現況報告 

地区社会福祉委員長 秋本 久美子 

 

１００周年、更に次へと続くライオンズクラブの人道奉仕の原点が社会福祉

にあるように思います。福祉と考えますと、いろんな団体との関わりがあり、

行政と重なる部分が多いです。行政がカバーできないところに心を寄せ、多く

のクラブがライオンズらしい生き生きとした奉仕活動をされていらっしゃる事

を学ばせていただきました。  

１． ７月２６日  「献血・さい帯血推進セミナー」開催      

２． ８月３１日 「献血功労感謝のつどい」にて４ライオンズクラブが表彰 

された。 

３． １２月１３日 ＳＯトーチラン参加 

４． ９月２２日  さい帯血バンク为催「チャリティーコンサート」支援 

５． ２月２３日 「アイバンク並びに盲導犬研修会」開催 

  アイバンク事業の啓発と盲導犬の働きを紹介。 

・献血推進事業に多くのクラブが为催、共催、協賛など協力をいただきました。 

・盲導犬育成募金箱を各クラブに配布いたしました。 

・毎月例報告として盲導犬協会募金の集計、献血会場の一覧表とクラブアクティ

ビティの報告を配信しております。 

・「国際作文コンテスト・平和の未来」を募集し、対象児童・県立視覚特別支援

学校より応募がありました。 

・２０２０年東京オリンピック・パラリンピック支援事業の支援策について、

すでに第１案として、「東京２０２０パラリンピック大会出場を目指してい

る次世代選手の支援」が確定し、実施されております。 

・兵庫さい帯血バンクの移転先が兵庫県赤十字血液センター合同社屋に決定。

移設に伴う募金活動にご協力をお願いいたします。 

 

尐し不自由を感じていらっしゃる方に寄り添いながらもっと活躍できる場を

提供、支援すること等ライオンズとしてできることがたくさんあることを学ん

だ１年でした。皆様のご協力ご支援に感謝申し上げます。ありがとうございま

した。 

 

 

 

 

 



地区ライオンズクエスト委員会 現況報告 

地区ライオンズクエスト委員長 北川 昌幸 
 

１.公募型ワークショップの開催 

〇 8月 21日 芦屋市教育委員会 10名修了 

 スポンサークラブ：芦屋ハーモニーライオンズクラブ 

〇 8月 28-29日 西宮市教育委員会  8名修了 

 スポンサークラブ：２Ｒ４Ｚ ６クラブ 

２.校内型ワークショップの開催 

〇 12月 26-27日 尼崎 からたち幼稚園 20名修了 

 スポンサークラブ：尼崎南ライオンズクラブ 

３.校内型フォローアップワークショップの開催 

〇 8月 30日 神戸市立和田岬小学校 15名修了 

 スポンサークラブ：神戸須磨ライオンズクラブ 

４.地区研修会の開催 

〇 10月 16日 神戸市 兵庫県中央労働センター 小ホール 

 委員会の为催で、地区内の研修会を開催 約 60名出席 

５．委員会の開催 

 〇 7月 7日・10月 2日・12月 1日・1月 12日 3月現在、4回の委員会を開催 

６．その他活動 

 神戸市私立幼稚園連盟をはじめ幼・保・小中学校に対しワークショップ 

の開催のお願いを継続 

※LCIF四大交付金プログラムの事業期間は 2016年 7月～2018年 6月 

※2018年 3月現在の交付金消化率は約 95％ 

項目 
前期 

まで 

今期 

2017 年 7～12 月 

全期 

2016 年 7 月～18 年 6 月 

 実績 計画 実績 計画 累積実績 

公募型 WS 開催数（回） 2 2 2 5 4 

公募型 WS 参加者数（人） 26 50 18 125 44 

校内型 WS 開催数（回） 2 - 1 1 3 

校内型 WS 参加者数（人） 31 - 20 25 51 

実践校数（校） 2 - - 2 2 

公募型 Fup-WS 開催数（回） - - - 1 - 

公募型 Fup-WS 参加者数（人） - - - 20 - 

校内型 Fup-WS 開催数（回） - - 1 - 1 

校内型 Fup-WS 参加者数（人） - - 15 - 15 

セミナー開催数（回） 1 - - 1 2 



地区青尐年健全育成委員会 現況報告 

地区青尐年健全育成委員長 天竹 功一 

 

①【薬物乱用防止教育認定講師】 養成認定講座実施 

 月 日 ：２０１７年１１月１０日（金） 

 場 所 ：神戸市勤労会館 

      基礎講座 医学博士Ｌ万本 盛三先生 

 専門講座 兵庫県警察本部刑事部 井上 一馬様 

 専門講座 兵庫県健康福祉部 健康局 滝本 典彦様 

 実践講座 Ｌ羽賀 直之 

ライオンズメンバー４７名が受講して頂きました。  

        

②薬物乱用教室の実施 

为な実施クラブ 

  神戸のじぎくライオンズクラブ 洲本おのころライオンズクラブ 

 柏原ライオンズクラブ 山南ライオンズクラブ 丹南ライオンズクラブ 

 

③神戸まつり薬物乱用防止パレード実施  

 月 日 ：２０１８年 ５月 ２０日 （日） 

 場 所 ：神戸市役所前から神戸大丸 まで約１Ｋ パレード 

 時 間 ：１２：３０～１６：３０ 

 内 容 ：本山中学のマーチングバンドを先頭に【薬物乱用はダメ。ゼッタ

イ】の横断幕をもってライオンズ関係者がパレード  

 参加者 ：ライオンズクラブメンバー・レオメンバー及び関係者 

 参加費 ：パレードに着用する黄色いＴシャツ ２，０００円 

          （昨年参加者は同じですので不要）  

 参加募集：２０１８年４月上旬～４月２７日（金） 

 参加定員：130 名（本山中学マーチングバンド 30 名 ライオン関係者 100 名） 

 協賛金 ：１口 ５，０００円  

本山中学校楽器運搬 交通費 会議費 Ｔシャツ送料 その他 

 効果  ：ライオンズクラブが青尐年育成のため市民に【薬物乱用防止】の

意識持ってもらうＰＲになる 

参考 東京ディズニーリゾート３５周年スペシャルパレードで 神戸まつり

に参加 

１２:３０頃 

 

 



地区環境保全委員会 現況報告 

地区環境保全委員長 川尾 祐士 

 

２０１７年はライオンズクラブ誕生１００年、この記念大会（シカゴ国際大会

２０１７年６月３０日～７月６日）に出席することができ、喜ばしい限りです。 

 

報告事項（2017～2018） 

①７月２８日（金） 地区環境保全委員会       キャビネット事務局 

②８月２４日（木） 複合地区環境保全委員会    ガバナー協議会事務局 

③９月１１日（月） 交通安全県民大会        兵庫県公館大会議室 

④１０月１１日（水）第１回ｱｸﾃｨﾋﾞﾃｨ･ｺﾝﾍﾟﾃｨｼｮﾝ会議   キャビネット事務局 

⑤１１月１３日（月）第２回ｱｸﾃｨﾋﾞﾃｨ･ｺﾝﾍﾟﾃｨｼｮﾝ会議   キャビネット事務局 

⑥１月１７日（水） 第３回ｱｸﾃｨﾋﾞﾃｨ･ｺﾝﾍﾟﾃｨｼｮﾝ会議  キャビネット事務局 

⑦１月２２日（月） 野口健講演会「自然環境保全と災害支援」     太閤園 

⑧１月２６日（金） 複合地区環境保全委員会    ガバナー協議会事務局 

⑨２月７日（水）  第４回ｱｸﾃｨﾋﾞﾃｨ･ｺﾝﾍﾟﾃｨｼｮﾝ会議  キャビネット事務局 

⑩２月９日（金）  神戸地球環境市民会議         神戸国際会館 

⑪３月５日（月）  第５回ｱｸﾃｨﾋﾞﾃｨ･ｺﾝﾍﾟﾃｨｼｮﾝ会議  キャビネット事務局 

 

 

 

地区アラート委員会 現況報告 

地区アラート委員長 田中  操 

 

 2007 年 7 月に施行された「緊急援助資金規定」も今期で 17 年が経過してお

り、目的を達成する為に、毎年会員一人当たり 1,000 円の拠出をして頂いてま

いりましたが、目標である 5,000 万円の積立金が達成されました。 

 目標額が達成された現在、「緊急援助資金規定」の改定を検討されてまいりま

した。昨今地球規模での大災害が多発している状況です。災害時には緊急性が

求められることより、「災害援助資金規定」が第 3 回キャビネット会議に提案さ

れ、「緊急援助資金規定」の一部改訂を含め、目的を変えて会員に拠出金をお願

いすることを採決可決（但し拠出金は、年次大会の決議が必要）されました。

これにより「緊急援助資金規定」は、335-A 地区内の被災したクラブの維持、

再建、「災害援助資金規定」は 335-A 地区を超えた緊急支援を出来る様になりま

した。 



 又、毎年 1 月 17 日に「阪神淡路大震災」を忘れない目的で実施されている「ひ

ょうご安全の日のつどい」イベント（メモリアルウオーク）に各クラブ会員の

皆様方に参加をお願いし、啓蒙活動を実施致しました。当日はあいにくの雨天

で、参加者は尐なかったが PR にもなりました。 

 今後は災害発生時の対応強化に向けて「アラートチーム」の編成を検討する

こととしています。 

会員の皆様方にはご理解と、ご協力にお礼申し上げます。 

 

 

 

地区間交流特別委員会 現況報告 

地区交流特別委員会委員長 森 平八郎 

 

①１０月２５日ラヴィーナ姫路に於いて、３３５-Ｄ地区ガバナーＬ小林 寛（姫

路中央ライオンズクラブ所属）公式訪問例会、並びに結成５４周年記念例会、

新会員入会式例会が開催されました。３３５-Ａ地区よりキャビネット幹事Ｌ

山本を初め地区役員８名が参加、地区間交流を深めてきました。特に３３５-

Ｄ地区ではＬＣＩＦに力を入れておられ会員の皆様に周知徹底されているの

が伝わって来ました。 

 

②３３５-Ａ地区・３３５-Ｄ地区交流会 

１２月１日（金）１６時よりホテル日航姫路に於いて３３５-Ｄ地区ＧＭＴコ

ーディネーターＬ船橋 佳照の開会宣言に始まり３３５-Ａ地区・３３５-Ｄ

地区交流会が開催されました。 ３３５-Ａ地区より４７名、３３５-Ｄ地区よ

り７７名の参加、合計１２４名でした。 

 ３３５-Ｄ地区ガバナー Ｌ小林 寛・３３５複合地区ガバナー協議会議長Ｌ

福田惠太の挨拶の後、国際理事Ｌ中村 泰久（３３０-Ｃ地区大宮北ライオン

ズクラブ所属）による「日本のライオンズの今後について」と題して講演を

され、貴重な最新情報を戴きました。 

続いて、３３５-Ｄ地区ガバナーＬ小林 寛による「魅了あるライオンズクラ

ブとは」と題して講演をされ、相互理解でクラブライフを楽しむ事が良きア

クティビテイが出来るのではとのアドバイスを頂きました。 

 その後、懇親会に入り有意義な交流会になりました。 

 

③２月３日（土）東天紅において地区指導力委員会为催の「若手交流会」に地

区間交流特別委員会より森とＬ森本２名で参加させていただきました。 

地区委員会、各クラブ皆様のご理解とご協力を有難うございました。 


